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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社は、「ハートを揺さぶるデザインで世界を前進させる」というビジョンの下、株主をはじめ、クライアントなどのステークホルダーの期待にお応え
し、企業価値を向上するために、コーポレート・ガバナンスの強化が重要な課題であると認識しております。

この基本的な考え方に基づき、経営の透明性及び効率性を高め、内部統制の仕組み、コンプライアンス体制の充実を図るべく、コーポレート・ガバ
ナンスの継続的な拡充を図ってまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

当社は、コーポレートガバナンス・コードにおける５つの基本原則を全て実施しております。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

土屋尚史 3,000,040 35.94

株式会社ブルーローズ 618,160 7.40

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 187,400 2.24

NOMURA PB NOMINEES LIMITED OMNIBUS-MARGIN（CASHPB） 176,900 2.11

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG （FE－AC) 159,553 1.91

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 146,800 1.75

Jitsukata Boris Friedrich 146,000 1.74

野村信託銀行株式会社（投信口） 101,800 1.21

山下良久 85,000 1.01

株式会社SBI証券 84,100 1.00

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 グロース

決算期 8 月



業種 サービス業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

該当事項はありません。

Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 員数の上限を定めていない

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 6 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 3 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

小塚　裕史 他の会社の出身者

佐藤　あすか 他の会社の出身者

広木　大地 他の会社の出身者

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）



h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

小塚　裕史 ○ 該当事項はありません。

小塚裕史氏は、事業戦略、企業変革、IT戦略、
グローバルプロジェクトなどの分野において、
立案と実行支援の経験を有するなど、コンサル
ティング業界及びIT関連業界での豊富な業務
執行経験を有しております。また、会社経営者
として長期にわたり企業経営に深く関与してお
ります。これらの高い見識と豊富な経験を踏ま
え、経営全般に対する助言が期待できると判断
し、社外取締役として選定いたしました。

また、同氏と当社との間に利害関係はなく、一
般株主との利益相反が生じるおそれはないと
判断し、独立役員として指定いたします。

佐藤　あすか ○ 該当事項はありません。

佐藤あすか氏は、官民ファンドの投資事業部門
などにおいて、国内企業の業界再編、海外企
業の買収、国内外企業へのベンチャー投資、
グロース投資などの数多くの投資案件に関与
した経験を有しております。これらの高い見識
と豊富な経験を踏まえ、経営全般に対する助
言が期待できると判断し、社外取締役として選
定いたしました。

また、同氏と当社との間に利害関係はなく、一
般株主との利益相反が生じるおそれはないと
判断し、独立役員として指定いたします。なお、
同氏と当社との間で顧問契約を締結しておりま
したが、2022年11月24日付で当該契約は終了
しております。当該契約の顧問料の額は僅少
であり、独立性に影響を与えるものではござい
ません。

広木　大地 ○ 該当事項はありません。

広木大地氏は、IT関連企業において各部門の
責任者を歴任し、技術戦略や組織構築に携わ
るなど、豊富な実績を有しております。また、技
術組織のアドバイザリーとして、多数の会社の
経営支援を行っております。これらの高い見識
と豊富な経験を踏まえ、技術領域を中心に経
営全般に対する助言が期待できると判断し、社
外取締役として選定いたしました。

また、同氏と当社との間に利害関係はなく、一
般株主との利益相反が生じるおそれはないと
判断し、独立役員として指定いたします。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 員数の上限を定めていない

監査役の人数 3 名



監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査役と会計監査人は、定期的に会合を持ち、会計監査及び業務監査結果を共有し、積極的な連携により、監査の品質向上及び効率化に努め
ております。加えて、監査役は内部監査担当及び会計監査人と連携して会社の内部統制状況について監視するとともに、問題点の把握・改善勧
告等を日常的に行い、監査機能がより有効・適切に機能するよう努めております。

また、内部監査担当と監査役は、適宜会合を持ち、相互補完体制として、年度活動方針の事前調整、月次報告会など、効果的な監査の実施に努
めております。

さらに、内部監査担当と会計監査人も定期的に会合を持ち、主に財務報告に係る内部統制の評価に関する監査計画及び結果についてミーティン
グを実施しております。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 3 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

佐竹　修 他の会社の出身者

須田　仁之 他の会社の出身者

佐田　俊樹 他の会社の出身者

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

佐竹　修 ○ 該当事項はありません。

佐竹修氏は、事業会社での豊富な経験と海外
駐在の経験から、その見識を活かし、当社だけ
でなく子会社の監査の妥当性を客観的に確保
する観点から、社外監査役として選任しており
ます。

また、同氏と当社との間に利害関係はなく、一
般株主との利益相反が生じるおそれはないと
判断し、独立役員として指定しております。

須田　仁之 ○ 該当事項はありません。

佐田俊樹氏は、証券会社における長年の経験
があり、マザーズ上場企業での監査役の経験
及び見識を活かし、監査の妥当性を客観的に
確保する観点から、社外監査役として選任して
おります。

また、同氏と当社との間に利害関係はなく、一
般株主との利益相反が生じるおそれはないと
判断し、独立役員として指定しております。



佐田　俊樹 ○ 該当事項はありません。

須田仁之氏は、IT業界における長年の経験が
あり、CFOとしての新規上場経験並びに上場企
業経験とその見識を活かし、監査の妥当性を
客観的に確保する観点から、社外監査役として
選任しております。

また、同氏と当社との間に利害関係はなく、一
般株主との利益相反が生じるおそれはないと
判断し、独立役員として指定しております。

【独立役員関係】

独立役員の人数 6 名

その他独立役員に関する事項

当社では、東京証券取引所が定める独立性基準を参考に、経歴、当社との関係等から個別に判断し、当社からの独立性を確保できる方を独立役
員として指定することとしております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動報酬制度の導入、ストックオプション制度の導入

該当項目に関する補足説明

当社は、業績向上に対する意欲や士気を高め、中長期的な株式価値の向上を図ることを目的として、ストックオプション制度を導入しております。
また取締役及び従業員に対して株価変動のメリットとリスクを株主の皆様とより一層共有し、株価上昇及び企業価値向上への貢献意欲を高めるこ
とを目的として、譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。

ストックオプションの付与対象者 社内取締役、従業員、子会社の従業員

該当項目に関する補足説明

上記付与対象者について、当社の業績向上に対する意欲や士気を高めることを目的として導入しております。

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

報酬等の総額が1億円以上である者が存在しないため、報酬の個別開示は行っておりません。取締役及び監査役の報酬等は、それぞれ役員区
分ごとの総額で開示しております。

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

役員の報酬については、株主総会の決議により取締役及び監査役のそれぞれの報酬の限度額を決議しております。各役員の報酬額について
は、取締役は取締役会にて決議し、監査役は監査役会にて協議し決定しております。



【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

社外取締役及び社外監査役に対する専従スタッフの配置は行っておりませんが、管理部において取締役会開催日時や決議事項の事前通知等を
行う等、必要に応じサポートを行っております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

当社は、経営上の意思決定及びその執行を監督・監査し、グループ全体のリスク管理、コンプライアンスの徹底及び内部統制の向上を図る一方
で、迅速な意思決定を行うことができる体制を確保するため、以下のような体制を採用しております。

a. 取締役及び取締役会

当社の取締役会は、取締役６名(うち社外取締役３名)で構成され、取締役の職務の執行を監督しております。経営の意思決定を合理的かつ迅速
に行う事を目的に毎月１回の定時取締役会を開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催しております。また、社外取締役を招聘し、取締役
会の監督機能の強化と公正で透明性の高い経営の実現を図っております。なお、取締役会には監査役が出席し、取締役の職務の執行状況を監
査し、必要に応じて意見を述べております。

b. 監査役及び監査役会

当社は監査役会設置会社であります。当社の監査役会は、常勤監査役１名及び非常勤監査役２名の合計３名で構成されており、３名全員が社外
監査役であります。監査役会は、少なくとも毎月１回開催しております。毎月１回の定例監査役会にて、取締役会の運営状況や取締役の職務執行
状況等に対して、より適正な監査が行われる体制を確保しております。また、会計監査人の会計監査の把握や内部監査の状況を把握し、定例会
合での情報共有により監査の実効性の確保に努めております。

c. 経営会議

当社は、取締役会付議事項を含む経営戦略上の重要事項について、その方向性や方針を議論するため経営会議を設置しております。経営会議
は、代表取締役社長、常勤取締役、常勤監査役等及び代表取締役社長が指名した者により構成され、毎月１回及び必要に応じて臨時に開催して
おり、重要事項を適切かつ機動的に協議しております。

d. 執行役員制度

当社では、経営の意思決定・監督機能と業務執行機能の分離及び迅速な業務執行のために、執行役員制度を導入しており、３名の執行役員がそ
の職務を担っています。執行役員は取締役会により選任され、定められた分担に従い業務執行を行っております。執行役員の任期は１年となって
おります。

e. 内部監査

当社は独立した内部監査室は設置しておりませんが、代表取締役社長が任命する内部監査担当者３名が、自己の属する部門を除く当社全部門
及び子会社に対して業務監査を実施し、代表取締役社長に対して監査結果を報告しております。なお、自己の属する部門については別の担当者
が業務監査を実施することで自己監査とならない体制としております。代表取締役社長は、監査結果の報告に基づき、被監査部門に対して改善を
指示し、その結果を報告させることで内部統制の維持改善を図っております。また、内部監査人と監査役、会計監査人が監査を有効かつ効率的
に進めるため、適宜情報交換を行っており、効率的な監査に努めております。

f. リスクマネジメント委員会

当社は、グループ全体におけるリスクマネジメント及び法令・定款の遵守を徹底するため、リスクマネジメント委員会を設置しており、定例会を四半
期に１回開催し、また取締役会において、定期的に情報共有を図っております。

g. 会計監査人

当社は、有限責任監査法人トーマツと監査契約を締結しております。なお、同監査法人及び当社監査に従事する同監査法人の業務執行社員と当
社との間には特別な利害関係はありません。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

当社は、現状の当社の事業規模を勘案したうえで、迅速な意思決定と業務執行による経営の効率性並びに適正な監督及び監査の両立が可能と
なり、継続的な企業価値の向上に有効であると判断したため、このような体制を採用しております。

Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
株主の方々が十分な議案の検討時間を確保できるよう、招集通知の早期発送に努めて
おります。



集中日を回避した株主総会の設定
決算期末が8月であり、毎年11月に定時総会を実施することから、集中日には当たらない
ものと考えております。また、今後は可能な限り株主とコミュニケーションを図るため、物理
的にもアクセスがよく出席しやすい場所を確保するよう努めます。

電磁的方法による議決権の行使
第11回定時株主総会においては実施しておりませんが、今後検討すべき事項として、検
討を進めてまいります。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

第11回定時株主総会においては実施しておりませんが、今後検討すべき事項として、検
討を進めてまいります。

招集通知（要約）の英文での提供
第11回定時株主総会においては実施しておりませんが、今後検討すべき事項として、検
討を進めてまいります。

その他
第11回定時株主総会においては、当社及び東京証券取引所のWebサイトに招集通知の
発送前公表を行っております。また第10回定時株主総会からバーチャル株主総会（参加
型）を実施する等、株主総会の活性化に努めております。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表
当社ホームページ上のIR専用ページにて公表しております。

https://goodpatch.com/ir/disclosure-policy

個人投資家向けに定期的説明会を開催

個人投資家向けに説明会を開催し、代表取締役社長、取締役執行役員CFOに
より業績や経営方針等について説明・質疑応答を行っております。また当日参
加できなかった個人投資家に向けて、当社のホームページ上のIR専用ページ
にて、当日の内容の書き起こしを掲載しております。

原則、年4回、個人投資家向けに説明会を実施する予定です。

あり

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

四半期毎に決算説明会を開催し、代表取締役社長、取締役執行役員CFOによ
り業績や経営方針等について説明・質疑応答を行っております。また当日参加
できなかったアナリスト、機関投資家に向けて、当社のホームページ上のIR専
用ページにて、当日の動画及び書き起こしを掲載しております。

上記に加え、代表取締役社長、取締役執行役員CFOによるアナリスト・機関投
資家との個別ミーティングや、スモールミーティングを実施しております。

原則、年4回、個人投資家向けに説明会を実施する予定です。

あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
主に個別ミーティングにて、代表取締役社長、取締役執行役員CFOにより、業
績や経営方針等について説明・質疑応答を行っております。

あり

IR資料のホームページ掲載 当社のホームページ上のIR専用ページにて、IR資料を掲載しております。

IRに関する部署（担当者）の設置 管理部を担当部署としております

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

当社は、株主、顧客をはじめとする様々なステークホルダーの信頼を得ることが事業拡大
において重要であると考え、事業活動を展開しております。変化する経営環境に対応して、
迅速な意思決定及び業務執行を可能とする経営体制を構築するとともに、経営の効率性
を担保する経営管理体制の充実を図っております。さらに健全な倫理観に基づくコンプライ
アンス体制を徹底し、ステークホルダーの期待に応えられるよう事業を進める方針です。



環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

当社グループでは、持続可能な社会の実現にデザインの力が有用だと考え、クライアント
と社会が持続的に発展していくために、デザインソリューションの提供、人材育成、働き方
改革の多様性の尊重等に配慮した企業活動を行うことによって社会課題の解決に貢献し、
企業価値の向上と持続的成長の実現を促進してまいります。

またESGに関する具体的な取り組みは以下のとおりです。

■環境保護への取り組み（Environment）

当社では、デザインプラットフォーム事業の「Strap」の成長等、社会のデジタルトランス
フォーメーション（DX）促進により、業務の効率化・省力化につながるサービスの提供を通じ
て、顧客企業や社会の環境負荷の低減に取り組んでおります。

■社会的責任への取り組み（Social）

当社のデザインパートナー事業では、クライアントの課題解決だけでなく、社会への影響も
考慮した支援を目指しており、持続可能な社会の実現を目指す企業・団体・NPO法人に対
してデザインの支援を行っております。またデザインプラットフォーム事業では、デザイン人
材市場へのアプローチとして「ReDesigner」及び「ReDesigner for Student」を展開し、デザイ

ナーがやりがいを持って活躍できる環境の実現に取り組んでおります。

■企業統治への取り組み（Governance）

当社は、株主をはじめ、顧客企業などのステークホルダーの期待にお応えし、企業価値を
向上するために、コーポレート・ガバナンスの強化が重要な課題であると認識しておりま
す。この基本的な考えに基づき、経営の透明性及び効率性を高め、内部統制の仕組み、コ
ンプライアンス体制の充実を図るべき、企業統治への取り組み及び継続的な拡充を図って
まいります。

その他、ESGに関する取り組みの詳細は、以下の当社ホームページ上に掲載しておりま
す。https://goodpatch.com/ir/esg

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

当社ホームページ、決算説明会等により、ステークホルダーに対する積極的な情報開示を
行う方針であります。

Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

当社は、業務の適正性を確保するための体制として、取締役会にて『内部統制システムの基本方針』を決議しており、現在その基本方針に基づき
内部統制システムの整備・運用を行っております。その概要は以下のとおりであります。

（ア）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

（a）取締役会は、法令、定款、株主総会決議、取締役会規程等に従い、経営に関する重要な事項を決定する。

（b）取締役及び使用人が遵守すべき具体的行動基準として、必要な規程等を整備しております。特に反社会的勢力との関係遮断については、全
社一体の毅然とした対応を徹底する。

（c）法令や定款に違反する行為を発見した場合の内部通報体制を構築する。報告や相談を行ったことを理由として不利益な取扱いをすることを禁
止することにより、報告や相談を行った者が不利益な取扱いを受けないことを確保する。

（d）内部監査人は、法令及び定款の順守体制の有効性について監査を行い、監査結果を代表取締役社長に報告する。また、当該監査結果を監
査役に説明することにより、監査役と連携を図る。

（e）社外取締役を継続して置くことにより、取締役の職務執行に対する監督機能の維持・向上を図る。

（f ）監査役は、独立した立場から、内部統制システムの整備状況を含め、取締役の職務執行を監査する。

（イ）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

（a）当社並びにその子会社は、定例の取締役会を毎月１回開催し、経営管理の意思決定機関として、法令で定められた事項や経営に関する重要
事項の決定、並びに監査役の出席による取締役の職務執行状況の監督等を行う。また、取締役会の機能をより強化し経営効率を向上させるた
め、定例会議を毎月開催し、業務執行に関する基本的事項及び重要事項に係る意思決定を機動的に行う。

（b）全社的な目標を定め、この浸透を図ると共に、この目標達成に向けて各部門が実施すべき具体的な数値目標を定め、定期的に目標の達成状
況の確認・分析を行い、業績目標の達成を図る。

（ウ）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

（a）当社並びにその子会社の取締役の職務の執行に係る取締役会の議事録は、法令、定款、取締役会規程及び文書管理規程の定めに基づき
作成し、適切に保管・管理する。

（b）各業務の遂行に伴い職務権限規程に従って決裁される事項については、適切な書面（電子データ含む）によって決裁し、それらを含む情報・文
書の取扱は、文書管理規程、情報管理基本規程、その他各管理マニュアル等に従い、適切に保存及び管理の運用を実施し、必要に応じて運用
状況の検証、各規程の見直し等を行う。

（エ）損失の危険の管理に関する規程その他の体制

（a）当社は、代表取締役社長が内部監査人を選定し、事務を管掌する。内部監査人は、内部監査を実施し、定期的に業務監査実施項目及び実施
方法を検証し、必要があれば監査方法を改訂する。なお、内部監査人の監査により法令定款違反その他の事由に基づき損失の危険のある業務
執行行為が発見された場合には、発見された危険の内容及びそれがもたらす損失の程度等について直ちに取締役会及び担当部署に報告し、改
善する体制を構築する。

（b）グループ各社横断的リスクについて、管理部管掌の取締役執行役員CFOの下、管理部が中心となって重要リスクを特定し、代表取締役社長を
最高責任者とするリスクマネジメント委員会で審議のうえ、損失の危険に関するリスク対策を講じる。

（c）当社グループは、財務報告の信頼性を確保するために、財務報告に係る内部統制の整備、運用を行うとともに、当該内部統制が有効に機能
していることを継続的に評価し、必要に応じて改善を実施する。



（オ）企業集団における業務の適正を確保するための体制

（a）当社は、グループ会社が一体となって事業活動を行い、当社グループ全体の企業価値を向上させるため、子会社の経営管理に関する規程を
定める。

（b）子会社の取締役等の職務の執行については、当社取締役会にて、子会社の取締役から、その職務の執行に係る事項の報告を受ける。

（c）子会社の損失の危険の管理について、子会社にて、それぞれの事業形態や経営環境を踏まえた規程を整備する。

（d）子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するため、関係会社管理規程を設け、子会社の業務執行に関して、当社が
決定権限を留保する範囲を定める。

（カ）監査役への報告に関する体制及びその報告をした者がそれを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

（a）当社の取締役等、使用人及び子会社の取締役等は、監査役からの要請に応じ、職務の執行に関する事項を報告する。

（b）内部通報制度の担当部署は、当社の内部通報の状況について、定期的に監査役に報告する。

（c）当社は、監査役への報告を行った当社の取締役や使用人に対し、報告したことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社の
取締役や使用人に周知する。

（キ）監査役の職務の執行について生じる費用や債務の処理方針に関する事項

（a）監査役の職務の執行について生じる費用等を支弁する。

（b）監査役がその職務の執行について生じる費用の前払又は償還等の請求をしたときは、当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた
場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理する。

（ク）監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性に関する事項及び監査役の当該使用人に対する指示
の実効性の確保に関する事項

必要に応じて、監査役の業務補助のため監査役スタッフを置く。また、取締役と監査役は、その人事について意見交換を行うこととし、当該監査役
スタッフは監査役の指揮命令に従う旨を取締役や使用人に周知する。

（ケ）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

（a）監査役は、重要な意思決定の過程及び業務執行の状況を把握するために、取締役会等の会議に出席する。

（b）監査役と内部監査人は、適宜に会合を持ち、相互補完体制として、年度活動方針の事前調整、報告会など、効果的な監査を実施する。また、
監査役と会計監査人は、適時会合を持ち、会計監査及び業務監査結果を共有し、積極的な連携により、監査の品質向上及び効率化に努める。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

当社では、反社会的勢力の排除に向けて反社会的勢力排除規程を定め、反社会的勢力との一切の関係・取引をしない、また利用しないこと宣言
し、当社全構成員が一丸となって反社会的の排除に取り組んでおります。

Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

―――




